
国・地域 機関 マニュアル 分析に使用したデータ

NDL
日本目録規則　1987年版　改訂3版，
JAPAN/MARC MARC21フォーマットマ
ニュアル典拠編

「Web NDL Authorities」で
検索可能な典拠データ

NACSIS
日本目録規則1987年版改訂版，目録情
報の基準(第4版)，目録システムコーディ
ングマニュアル

典拠データ1

慶應大 内部マニュアル1，日本目録規則1987年
版改訂3版，MARC21/A, AACR2

典拠データ1，OPACで検索
可能な書誌データ

中国大陸 CALIS

CALIS联合目录规范控制过程详细说明 

(更新版）1), CALIS日文联机编目工作手

册（第4版）2)

「CALIS联合目录规范

OPAC」3)で検索可能な典
拠データ

香港 HKCAN AACR2, MARC21/A

「HKCAN　Database 

OPAC」4)で検索可能な典
拠データ

台湾 台湾国家

中國編目規則（第3版）5), MARC21/A, 國

家圖書館譯名權威記錄處理原則6), 國家
圖書館「日本作者中譯名與原名之著錄

原則」1, 國家圖書館「日本書」人名標目

著錄原則１

OPAC7)で検索可能な書誌
データ，リンク先典拠デー
タ

国立中央 KORMARC/A8) OPAC9)で検索可能な書誌
データ

ソウル大 独自マニュアル10)， AACR2，MARC21/A
OPAC11)で検索可能な書
誌データ

米国 LC
AACR2，MARC21/A，LCRI(Updatesの
み）

「Library of Congress 
Authorities」で検索可能な
典拠データ

1 研究用に提供を受けたマニュアルまたはデータである

韓国

日本

第1表　収集し分析に利用したマニュアルとデータ

日本，中国，韓国，LC における日本人・団体著者名典拠データの表記 

木村麻衣子（慶應義塾大学大学院） mayizi@a8.keio.jp 

 

1. 研究の背景と目的 
日本を含む漢字文化圏の国々では，1 つ

の著者名に対して多様な表記が存在し，利
用者の検索を助けるために典拠コントロー
ルが極めて重要である。日本，中国，韓国
の間で典拠情報を共有することができれば，
典拠データ作成の労力削減や，国内外の利
用者の検索の利便性向上につながる。 
欧米では，NACO や VIAF など，典拠情報

の共有の動きが見られるが，漢字文化圏の
表記の複雑さが理論的に反映されていない
ため，漢字文化圏特有の事情をふまえた典
拠情報の共有については，漢字文化圏の中
で詳細に検討すべきである。そのためには，
まず漢字文化圏の典拠データ間にどのよう
な相違点があるのかを明らかにする必要が
ある。これまでに韓国，中国など各地域内
における典拠データの比較研究は見られた
が，漢字文化圏全体を対象とした研究は見
られない。 
本研究は漢字文化圏の典拠データのうち，

日本人・団体著者名典拠データの表記につ
いて，中国，日本，韓国，LC を対象とした
比較研究を行う。本研究の目的は，日本人・
団体著者名の日本，中国，韓国，LCにおけ
る表記を比較し，相違点を発見して，典拠
データ共有のための課題を整理することで
ある。 
2. 典拠コントロールの状況と研究対象 

日本では，国立国会図書館（以下 NDL），
国立情報学研究所の書誌ユーティリティ
NACSIS-CAT ，慶應義塾大学図書館（以下慶
應大）など複数の機関が典拠データ
を作成している。 
中国大陸の大学図書館コンソー

シアムである中国高等教育文献保
障系統（以下 CALIS）の日本人名・
団体名典拠データは，NACSIS-CAT の
典拠データを流用している。香港の
7 大学の図書館コンソーシアムのプ
ロ ジ ェ ク ト Hong Kong Chinese 
Authority (Name) Workgroup（以下
HKCAN）が公開しているオンライン
典拠データベースには，日本人名・
団体名の典拠データも含まれる。台
湾では，国家図書館（以下台湾国家）
の OPAC の書誌データの著者名リン
クを辿ると典拠データを参照する
ことができる。ただし空のデータも
目立ち，構築途中であることがうか
がえる。 
韓国では，国立中央図書館（以下

国立中央），および複数の大学図書

館が日本人名・団体名典拠データを作成し
ている。本研究では，NDL, NACSIS-CAT, 慶
應大，CALIS, HKCAN, 台湾国家，国立中央,
ソウル大学図書館（以下ソウル大）および
LC を研究対象とする。 
3. 研究方法 
まず，1)日本人名・団体名典拠データを

表記する上で，必要となる項目や特徴的な
項目として，①漢字形の扱いと文字種，②
漢字とヨミの対応関係の有無，③ローマ字
形の種類と扱い，④姓と名の分かちとカン
マの有無，⑤日本以外の地域における現地
語（ハングル等）での表記の有無と方法，
⑥ひらがなによる著者名の扱い，を設定し
た。次に，2)各典拠データ作成機関で使用
されているマニュアル，先行研究, 各典拠
データベース又は OPAC を検索した結果等
から，各典拠データの表記について 1)で設
定した項目について調査し比較表を作成し
た。入手したマニュアルと参照したデータ
を第 1 表に示す。最後に，3)比較表をもと
に各典拠データの相違点を明らかにし，典
拠データ共有のための課題を整理した。 
4. 結果 
 項目①から⑤の結果を第 2 表に示す。 
4.1 漢字形の扱いと文字種 
  CALIS では，日本語図書から作成される
典拠レコードと，中国書から作成される典
拠レコードが同一人物であっても別々に作
成されている。日本語図書から作成された
レコードの典拠形（日文典拠形）では，日
本漢字が使用され，中国書から作成された
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確認項目 検索語 NDL 慶應大 HKCAN ソウル大 LC

長音
講談社インターナ
ショナル株式会社

Kodansha 
Intanashonaru 
Kabushiki Gaisha

Kodansha 
intanashonaru 
kabushiki gaisha

Kōdansha Intā
nashonaru Kabushiki 
Kaisha

Kōdansha Intā
nashonaru Kabushiki 
Kaisha.

Kōdansha Intānashonaru 
Kabushiki Kaisha

chの前の促
音

日中経済協会
Nicchu Keizai 
Kyokai

Nitchu keizai 
kyokai

Nitchū Keizai Kyōkai

Nitchū-Kan Kodomo D
ōwa Kōryū Jigyō Jikkō 
Iinkai.　（日中韓子ども
童話交流事業実行委

員会）1

Nitchū Keizai Kyōkai

nと次のyを
切り離す

頼山陽 Rai, San'yo Rai, Sanyo Rai, San’yō Rai, San'yō Rai, Sanʼyō

オオ 大江健三郎 Ooe, Kenzaburo Oe, Kenzaburo Ōe, Kenzaburō Ōe, Kenzaburō Ōe, Kenzaburō
1 検索語がヒットしなかったため類似の標目を挙げた。

レコードの典拠形（中文典拠形）では中国
語の簡体字，繁体字が用いられている。台
湾国家でも，日文典拠形と中文典拠形をそ
れぞれ目録対象資料中の文字種で作成し，
相互参照することになっている。  
HKCAN では漢字形を典拠形標目に対応す

る標目リンク記入(7XX)に記述する。原則と
して目録対象資料の文字種を採用すること
になっており，日本漢字が使用される場合
と繁体字が使用される場合の両方が見られ
た。韓国の国立中央では，漢字形は“同名
異人を区別したり，より明確な識別が必要
な場合”12),を見よ参照形である漢字のハン
グル表記に付記する。付記する際の文字種
に関する規定が存在するかどうかは不明で
ある。ソウル大では目録対象資料に出現し
た漢字形をを見よ参照形として転記するこ
とになっており 12)，複数の文字種が参照形
に記録される可能性がある。LCでも漢字形
の文字種は規定されておらず，日本人著者
であっても参照形に日本漢字形が存在しな
い場合がある。 

4.2  漢字とヨミの対応関係の有無 
日本語の漢字には複数のヨミが考えられ

るため，ある名前に対して，それをどのよ
うに読むかという情報が重視される。日本
の 3 機関では，いずれも漢字形とヨミが対
応する形でデータが作成されており，CALIS
も，典拠形標目である漢字形の付記事項と
してヨミを与えていた。しかし，その他の
機関では基本的にヨミの情報はなく，国立
中央では参照形としてカタカナ形があるも
のもあったが，典拠形標目との対応関係は
示されていなかった。 
4.3  ローマ字形の種類と扱い 
日本語のローマ字化規則には，ヘボン式，

訓令式の 2 派がある。ローマ字形を採用し
ていない機関を除き，各機関で採用されて
いるのはヘボン式であった。しかし，ロー
マ字形を典拠形標目または必須とする 5 機
関のローマ字表記を比較したところ，同じ
ヘボン式であっても第 3 表のような違いが
見られた。 

 
第 3表 5機関のローマ字表記の違い 

 

 

 
4.4  姓名の分かちとカンマの有無  
日本以外の機関ではローマ字形を除き，

基本的に姓名の間にカンマは付与していな
い。ただし台湾国家は漢字形の姓名の間を
サブフィールドコードで分かちしていた。
さらに国立中央では，典拠形標目である，
漢字の日本語読みハングル表記の姓名の間
にはスペースを置いて姓名を分かちしてい
た。 
4.5 日本以外の地域における現地語（ハン
グル等）での表記の有無と方法 
  国立中央では，個人名の典拠形標目は漢
字の日本語読みハングル表記であり，漢字
のハングル表記を参照形として記述してい
た。団体名の典拠形標目は漢字のハングル
表記としていた。ソウル大では，目録対象
資料から得られる，漢字の日本語読みハン
グル表記，漢字のハングル表記はを見よ参
照形としていた。CALIS は参照形に漢語ピ
ンイン形が記述される場合があるが， 
NACSIS-CAT の参照形に記述されているも
のがそのまま転写されたものであり，CALIS
独自のものではない。HKCAN は，参照形に 

 
英語形や漢語ピンイン形が記述される場合
があり，LCの参照形が転写されたと考えら
れるが，HKCAN が独自に追加した標目も存
在した。LCは目録対象資料に現れる異形で，
重要と思われるものをすべてを見よ参照形
に記述するため 13)，ハングル形，キリル文
字形などさまざまな表記が記述される。 
4.6  ひらがなによる著者名の扱い 
氏名にひらがなの含まれる著者 5 名の氏

名を検索語として各機関のデータを調査し
た結果を第 4 表に示す。韓国の 2 機関では
OPAC を検索して調査したため，日本語と，
それぞれの典拠形で検索した際のヒット数
を()内に示した。 
CALIS は日本語で正しく検索できるもの

の，中文典拠形のある著者は，ひらがな部
分が漢字に変換されており，中文典拠形と
日文典拠形のリンクが存在しないため，検
索漏れが懸念される。HKCAN は典拠形であ
るローマ字形に対し，標目リンク記入(7XX)
として日本語形がおおむね正しく記述され
ており，どちらでも検索が可能であるが，
「さくらももこ」のみ漢字形が標目リンク



記入に記述され，ひらがな形は参照形の扱
いであった。台湾国家では，マニュアルで
は日本語形と現地形を相互にをも見よ参照
することとなっているが，現実には参照さ
れておらず典拠の未整備が目立った。国立
中央は日本語で検索した場合と，典拠形で
検索した場合のヒット数が異なるものが多
かったが，ソウル大は「よしもとばなな」
を除きどちらでも検索できた。LC は参照形
に日本語形の記述があるためいずれも検索
に支障はなかった。 
5. 典拠データ共有のための課題 
以上の結果から，漢字文化圏における典

拠データ共有のための課題を次のように整
理することができる。①国立中央や LC では
必ずしも漢字形が必須ではなく，明確に日
本漢字を使用している機関は日本を除いて
は CALIS 以外にない。②カナヨミ形は日本
以外ではほぼ採用されておらず，漢字とヨ
ミとの対応関係は考慮されていない。③ロ
ーマ字形は NACSIS-CAT，CALIS, 台湾大，
国立中央では必須ではなく，入力していて
も漢字形との対応関係が示されない機関も
ある。さらにローマ字形は日本国内におい
ても表記にばらつきがある。④日本を除き，
特に漢字形においては，姓名の分かちは必
ずしもなされていない。⑤自国・地域の文
字を典拠形標目または参照形に採用するこ
と自体は問題ないが，⑥ひらがなによる著
者名の場合，日本では使用されていない現
地形と，日本語形とのリンクがうまくなさ
れないなどの問題が起こる可能性があり，
典拠データの整備が必要である。 
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検索語 CALIS HKCAN 台湾国家 国立中央 ソウル大 LC

あさのあつこ あさのあつこ (アサノ, アツコ)

Asano, Atsuko /（「あさのあつ
こ」は標目リンク記入？文字
化けで読めず），参照形「浅
野敦子」

淺野|敦子
아사노 아쓰코(16);あ
さのあつこ(11)

Asano, Atsuko(3);あさ
のあつこ(3)

典拠形「Asano, 
Atsuko」。参照形「あさの
あつこ」「浅野敦子 (あさ
のあつこ)」「浅野敦子」

さくらももこ さくらももこ (サクラ, モモコ)
Sakura, Momoko / 櫻桃子
（「さくらももこ」は参照形？文
字化けで読めず）

櫻|桃子（「さくら|もも
こ」と泣き別れ）

사쿠라 모모코(5);さく
らももこ(5)

標目なし
典拠形「Sakura, 
Momoko」。参照形「さくら
ももこ」「櫻桃子」

藤本ひとみ 藤本ひとみ (フジモト, ヒトミ)
Fujimoto, Hitomi / 藤本ひと
み，参照形「藤本瞳」

藤本|瞳（「藤本|ひと
み」と泣き別れ）

후지모토 히토미(5);
藤本ひとみ(2)

Fujimoto, Hitomi(1); 
藤本ひとみ(1)

典拠形「Fujimoto, 
Hitomi」。参照形「藤本ひ
とみ」

宮部みゆき

日文典拠形は「宮部みゆき 
(ミヤベ, ミユキ)」。中文典拠
形は「宫部美雪」，参照形
「宫部美幸」。

Miyabe, Miyuki / 宮部みゆき 
参照形「矢部美雪」, 「宮部美
雪」

宮部|美幸
미야베 미유키(51); 
宮部みゆき(43)

Miyabe, Miyuki(46);宮
部みゆき(46)

典拠形「Miyabe, 
Miyuki」。参照形「宮部み
ゆき」「宮部美幸」「宮部
美雪」

よしもとばなな
（吉本ばなな）

日文典拠形は「吉本ばなな 
(ヨシモト, バナナ)」，参照形
「吉本香蕉 (ヨシモト, コウショ
ウ)」「よしもとばなな」。中文
典拠形「吉本芭娜娜 
(Yoshimoto, Banana)」，参照
形「吉本真秀子」

Yoshimoto, Banana / 吉本ば
なな，参照形「吉本芭娜娜」

吉本|巴娜娜，参照
形「吉本芭娜娜」「吉
本|真秀子」。（「吉本
|ばなな」と泣き別
れ）。

요시모토 바나나
（37);吉本ばなな(18)

Yoshimoto, 
Banana(36);よしもとば
なな(20); 吉本ばなな
(0)

典拠形「Yoshimoto, 
Banana」。参照形「よしも
とばなな」「吉本ばなな」
「吉本バナナ」「吉本芭娜
娜」

1 参照形は漢字または日本語形のもののみを掲載した。

第4表　ひらがなによる著者名の扱い


